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筒井 美紀

1．　 問題の所在と本稿 の 構成

　本稿の 目的は ，
「高校か ら職業へ の 移行 」 「高校 と企業 の接続関係」 研 究が 提示す

る，高卒労働市場の 変貌 に つ い て の 仮説が ，大企業を暗黙の前提 に して い る こ とを指

摘 し， それに代わる視点を もっ て こ の変貌の 一端を解明す るこ とで ある 。

　「高卒就職 は変わ っ た」 が研究者の 共通認 識で あ る 。 で は，変貌の 具体的内容 と し

て何が指摘 されて い るの か 。 求人側 に っ い て は，「高学歴 代替」 と 「非正規雇用化」

が挙げ られる （日本労働研究機構　1998， 矢島 ・ 耳塚編著　2001）。
「高学歴代替」 と

は，技術革新や産業構造の 変化が ， 高学歴者へ の 代替を もた らして い る，とい うもの

であ る。
「非正規雇用化」 とは ， 雇用 コ ス ト削減 とい う至上課題 の 下，低賃金で 雇 い

止めが可能な非正規雇用者を ， 高卒就職者に まで 求め る傾向を ，企 業が 強め て い る，

とい うもの で あ る。 こ れ らの 変化が ，高卒就職者の 労働倫理や学力の 低下な ど，求職

側の 変化 も背景 とする こ とは周知の 通 りで ある 。

　こ うした至極尤 もな説明は，次の よ うな疑問を喚起す る ： 「ウチ は大卒なん か採れ

な い 」 とい う企業が，少なか らず存在す るの で は ない か 。 雇用 コ ス ト削減だ けが ， 労

働力面で の 問題な の か 。 企業の 生き残 りに とっ て は，若年基幹労働力の 確保 もまた死

活問題 で はない か 。 こ の 点に関 して 中小企業は ， 中途正規採用 に頼 っ て きたの で はな

か っ たか 。 高卒就職者 へ の 評価の 低下を考え る と， この 傾向は強ま っ て い るの で はな

いか 。 また ， 女子の雇用戦略に して も， 大企業 と中小企業 とで は大 き く異な るの で は

ない か 。
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　 以 上 の 疑問を ま とめ る と，
「高学歴代替仮説」 と 「非 正規雇用化仮説」 は，分業体

制が確立 し， 基幹労働力の 確保に 比較的腐心せ ずに済む大企業 に はよ く当て はま っ て

も， 中小企業に 関 して は違 うの で はない か ， とい う疑義に集約され る。
つ まり 「高学

歴代替仮説」 と 「非正規雇用化仮説」 は，企業規模とい う重要な変数に 充分な注意 を

払 っ て い ない モ デル で あ る ， と考え られ るの で あ る。

　企業規模が重要なの は ， それ に よ っ て 労働力の 調達環境と雇用戦略が極めて 大 きく

異 なるか らで あ る 。 しか も， 大企業は ドミナ ン トだが マ ジ ョ リテ ィ で はない 。 総務庁

統計局 r事業所 ・企業統計調査』 平成 11年度版に 拠れば ， 規模299人以下の 法人事業

所の 割合は規模合計の 99．7％ ， 従業員数は全体の 86．　4％ に も達する 。 また労働省 r新

規学卒者の 労働市場』 に拠れば，平成12年 3月卒の 高卒就職者の 72．　9％が ，規模299

人以 下の 企業 に就職 して い る 。 こ う した事実を踏まえれ ばなお さ ら，如上の 疑問の 解

明が 重要に なる 。

　 そ こ で 本稿 は，次 の 3点 を解明課題 とす る ： 第 1，高学歴代替 はい か なる企業規

模，業種や職種に お い て 進行して い るの か 。 第 2，同様に，非正 規雇用化に つ い て は

ど うか。 第 3 ， 中小企業の 労働力問題 ・ 雇用戦略は ， 高卒採用 とどの よ うに関係 して

い るの か。

　以 上の 課題 の 解明に 取 り組む 本稿の 構成 と方法論は次の 通 りで あ る 。 まず第 2節

は，仮説設定に 向けて ，先行研究の 「高学歴代替仮説」 と 「非正規雇用化仮説」 を検

討す る 。 続 く第 3節 は， r賃金構造基本統計調 査』 等を用 い て ，高学歴代替仮説 を検

証 す る 。 第 4節 は， r雇用動向調査』 等 を活 用 し，非正 規雇用化仮説を検証 す る 。 第

5 節は，時系列の 回帰分析に よ っ て ，中途正規採用 の 若年男子に よ る新規高卒男子の

代替を検証 す る。 最後に第 6節 は，中小企業の 雇用戦略 ・労働市場の 有 り様が，高卒

就職 に もた らす課 題に っ いて 述 べ る。

2． 先行研 究の 検討

　高卒労働市場の 変貌に 関 して ，求人側の 変化　　 「高学歴代替」 と 「非正 規雇用

化」　　 を分析 した代表的研究 と して は， 日本労 働研 究機構 （前掲書）が あ る 。 こ の

報告書は， マ ク ロ
・ミク ロ の 統計 データ，企業 ・職安 ・

学校へ の イ ン タ ビ ュ
ーか ら，

そ の 変貌を詳細に 解明す る 。 しか しなが ら，企業規模 とい う変数 に は，必ず しも充分

な注意が払われて い な い 。

　まず ， 高学歴代替に つ い て 見て み よ う。 こ の 報告書は ，
『新規学卒者の 労働市場』

を活用 して ，高卒求人 におけ る技術職 ・事務職などホ ワイ トカラ ー求人の 大幅減少，
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その 結果 と して の 技能工 求人の増加を描出し， その 原因をホ ワイ トカ ラーの 高学歴代

替に 求め る （16− 17頁）。 そ の 具体的証拠に っ い て は ， 本書は明示 して い ない 。 そ こ で

r労働白書』 平成12年度版を見 ると，「新規学卒者の職業別学歴構成変化」 が，92年 と

99年の 比較 にお い て 図示 されて い る （143頁）。 そ の 図表は ， 高等教育修了者が ホ ワ イ

トカ ラ ー職 を ， 高卒者が技能工 とサ ー ビス 職を 専有す る傾 向の 高ま りを，雄弁に物

語 っ て い る 。

　これ は全 くその とお りであ ろ う 。 で は ， 企業規模を勘案するとど うなるだろ うか 。

つ ま り， 次の 疑問が浮かぶ ： 高学歴代替を進 め るこ とが で き るの は大企業で あ り，労

働条件や威信で 劣る中小企業は ， そ うしよ うに も，大企業の ようには行かない の で は

ない か 。 その ため，ホ ワ イ トカ ラ ーを高卒に求め る雇用戦略が，中小企業で は依然 と

して確認 され るの で はな いか 。

　確か に本報告書で も，企業規模に言及 した部分が ある （19−20頁）。 そ こ で は 『雇用

動向調査』 を用い て ，企業の 新規常用 労働者に 占め る新規学卒者比率が， 75年か ら96

年 にか けて 図示されて い る 。 そ の 図が描 出す るの は，1，00D人以上事業所 で ，19歳以

下の 新規学卒者 （≒ 高卒）ωが激減 し，そ れ に 呼応 す るか の よ うに ， 5〜29人の 事業

所で 新規学卒者の 比率が上昇 して い る こ とで あ る。 本報告書は こ れを 「大企業の 採用

政策変化を受けて 『新規学卒をや っ と採れ るよ うに な っ た』 とい う状況 で あろ う」 と

述 べ る （19頁）。 これはそ の 通 りで あろう。 しか し， こ の 図が 5 〜 29人規模事業所に

関 して 描出してい るの は ， 新規 「学卒」者の 比率の 上昇で ある こ とに 注意 しよ う。
っ

まり，
「学卒」 とは各学歴段階の 合計で あ り， 高卒者 ≒ 19歳以下の 新規採用者比率の

推移は不明で ある 。 別言すれば， この 図か らは ， 高学歴代替 に 関 して は，1，000人以

上規模 に つ い て しか読み取れない 。

　 とこ ろで 企業規模 は，業種 との ク ロ ス に よ っ て 分析を深め る視点を提供す る。 なぜ

な ら，労働条件や威信 とい う点で ， 例えば金 融 ・保険業と製造業で は格差があるか ら

で あ る 。 したが っ て ，製造業の ホ ワ イ トカ ラ
ー職の 高学歴代替は，金融 ・保険業 ほ ど

に は進ん で お らず，と りわけ中小企業に おい て は，高卒採用を行 っ て い る企業 も少 な

くな い， と推測 され る。

　次に ， 非正規雇用化に つ い て 検 討 しよ う。 本報告書 は，『雇用 動 向調 査』 を用 い

て ，大企業で ， 19歳以下の 新規学卒者 （n 高卒） の 「パ ー トタイ ム 」 で の 採用 比率

が，特 に女子で 著 しく上昇 して い る こ とを図示す る （27頁）。 それで は，中小企業に

っ い て は ， また男子に っ い て は ど うなの だろ うか 。 この 点が疑問 と して 残 され る 。 恐

らく中小企業 は ， 新規高卒の 非正 規雇用化 を， 大企業 と同 じよ うに は行 っ て い ない だ
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ろ う。 なぜな ら中小企業は ， 人員削減と同時に ， 基幹労働力と して の 若年男子の 調達

・定着 もまた，緊要の 課題 で あ り続 けて きたか らで あ る （清成　 1996，244頁）。 基幹

労働力は通常，正規雇用 に よ っ て 調達 され よ う。 実際 ， よ り安価で 「素直な」新規高

卒者を，若年基幹労働力 と して評価す る向きは ， 減少 した に せ よ依然 として 残 っ て い

る （日本労働研究機構 ， 前掲書 ， 126頁 ， 130頁）。 したが っ て 中小企業で は ， 新規高

卒男子に 関 して は ， 大企 業ほど非正規雇用化は進んで い な い と推測され る 。

　 しか しなが ら， 中小企業が ， 若年基幹労働力を中途正規採用市場 におい て積極的に

調達 して きた こ ともまた事実で あ る。 従業員の 教育訓練に充分な資源を割 けない 中小

企業が ，中途正規採用者の 即戦力を高 く評価 して い る こ とは ， 周知の 通 りで ある 。 し

たが っ て ， 正規雇用入職者に 占め る中途採用者 の比 率は ， 中小企業で は大企業 よ りも

高値で 推移 して きて い る こ とが 推測 され る 。 この こ とに ，高卒就職者 へ の 評価の 低下

を考え合わせ ると ， 中小企業に お い て ， 新規高卒者よ りも中途正規の若年者を選好す

る傾向が 強ま っ て い るの で はない か ， と予想される 。 したが っ て ， 中途正規採用の 若

年者 に よ る高卒就職者の 代替に っ い て も，検証 がな され る べ きで あ る 。

　以上の 検討をま とめ よ う 。 まず言え るの は，本報告書 は ， 高卒労働市場の 変貌に つ

い て ，大企業を暗黙の 前提と して説明 して い る ， とい うこ とで ある 。 そ の ため に ， 企

業規模の 違い が もた らす労働市場の あ り方，雇用戦略の 相違に ， 充分な関心が払われ

な くな っ て い る。 しか しなが ら， 日本の 企 業の 圧倒的多数を中小企業が 占め るこ と ，

就業者数，高卒就職者数に 関 して もそ うで ある こ とを鑑み ればなおさ ら， 中小企業に

視座を据え た分析が必要なはずで あ る 。 と ころが，本報告書刊行の の ち ， そ うした研

究が進んで い るとは必 ず しも言 えな い状況 で あ る。
「高学歴 代替仮説」 と 「非正 規雇

用化仮説」 は研究者の 共通 認識とな り，頻繁に指摘 されて い る 。 例えば矢島 ・耳塚編

著 （前掲書）の 第 6章で 耳塚 は，「  高等教育進学率の 上 昇 とパ ラ レル に生起 して い

る，高卒か ら大卒へ の 求人の シ フ ト，  経済の グロ
ーバ ル 化に ともな う非正規労働市

場の 拡大 （パ
ー

トやア ル バ イ トに よる労働力の 調達傾向の 高まり）の 影響」 を指摘す

る。 そ して 同書の 第 2 章で 小杉が， こ うした変化を描出す る 。 しか し，そ れは必ず し

も充分で は ない
。 例え ば小杉は，新規高卒者の 非正規雇用率の 上昇を指摘する （3正一

32頁）。 しか し，その 比率 を大 き く違わ しめ る，企業規模とい う変数が欠如 して い る

た あ，上述 した諸 々の 疑問は充分に解明 され な い 。 高卒労働市場の 変貌をよ り詳細に

解明す る に は，企業規模，さらに は 業種や職種 に も留意 して ，「高学歴代替仮説」 と

「非正 規雇用化仮説」 を検証 した上 で ，さ らに 「中途正規採用代替仮説」 の 検証 に進

む こ とを不可欠 とする 。 本稿が試み よ うとす るの が ， ま さに そ れなの で ある 。
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3．　 高学歴代替の 企業規摸別 ・業種 別特徴

　で は最初に，高学歴代替仮説の検証か ら始めよ う。 前節で 行 っ た先行研究の検討か

らは ， 次の よ うな仮説が設定される 。

　　仮説 1 ：「ホ ワ イ トカ ラ ー職の 高学歴代替は規模を問わず生 じて い る。 しか し，

　　　　　　そ の 代替は，中小企業で は大企業ほ ど進 行 して はい な い」

　　仮説 2 ：「ホ ワ イ トカ ラー職の 高学歴代替は，製造 業に お い て は金融 ・保険業ほ

　　　　　　ど進行 して はい な い 」

　 この 2 っ の 仮説を検証す るに は，ホ ワイ トカラー
新卒就職者に お ける高卒比率を企

業規模で 統制 し， 時系列変化を追え ばよい 。 そこ で ， 職業 ・学歴 ・性別 ・企業規模 ・

業種の 5変数が ク ロ ス され たデ ータ と して ， r賃金構造基本統計調査』 を活用する 。

　まず ， 図 1を見て み よ う。 これは ，金融 ・保険業に関 して ，ホ ワ イ トカ ラー
新卒就

職者 に お ける 高卒比 率を ， 性別 と企業規模 で 統制 し，時系列変化を追 っ た もの で あ

る 。 図 1か らわか るこ とは次の 2 点で ある 。 第 1 に ，男女と もに ， 高等教育修了者へ

の 代替が急激に 進行 した 。 そ れは女子 よ り男子で ，い ずれの 企業規模に おい て も著 し

い 。 例え ば ， 100−999人規模で は ， 男子の 場合，93年か ら94年 にか けて ， 22．3％ か ら

7．2％ へ と激減 して い る。 第 2 に，ただ し女子に関して は ， 企業規模が小さい と， 高

卒労働力を活用する傾 向が残 っ て い る 。 200G年の 1，00 人以 上規模で は，高卒比 はわ

ずか 6．1％で あ るの に対 して ， 100〜999人規模で 22．　6％， 10〜99人 規模 で 23．5％ と

な っ て い る 。

　続い て 図 2 は，製造業の ， ホ ワ イ トカ ラー新卒就職者に おけ る高卒比率を，性別 と

企 業規模で 統制 し ， 時系列変化を示 した もの で ある 。 図 2か らは，金融
・
保険業と同

様の 傾向が 読み取れ る 。 すなわ ち，男女 と もに ，いずれの 規模で も，高等教育修了者

へ の 代替が進ん で い る。 ただ し， 図 1 と図 2 を比較す ると，ホ ワイ トカ ラー職の 高学

歴代替 は ， 製造業で は金融 ・保険業 ほ どに は進行 して い ない こ とがわ か る 。 まず男子

を見 る と，企業規模が小さ くな るほ どそ うな っ て い る 。 女子に 関 して も同様の 傾向が

確認 され る。

　以上か ら言え る こ とは ， ホ ワ イ トカラー職の 高学歴代替 は ， 金 融 ・保険業で 著 しく

進行 して い るの に対 し， 製造業で は ，企業規模が小 さい場合，高卒とりわ け女子 を活

用 して い る企業が少な くない ， とい うこ とで ある 。 したが っ て ，ホ ワ イ トカラ
ー

職を

目指す高卒就職者は ， 金 融 ・ 保険業とい う極めて 優良 な就職機会を相当に 失 っ た もの

の ，中小製造業で の ホ ワ イ トカ ラー就職の 機会 はまだ残されて い る 。 製造業の 中小企
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図 2　 規模別／製造業ホ ワ イ トの新卒採用者に 占め る高卒比

　 　 　 　 　 　 資 料 出所 ：「賃金 構造基 本統 計調 査』

業か らすれば ， か っ て は優秀な生徒を大企業 （特 に 金融 ・保険業）に取 られて い た
。

そ の 大企業 は 目下，ホ ワ イ トカ ラ ー職の 高学歴代替を進めて い る 。 とこ ろが中小企業

は ， 大企業の よ うに は高学歴代替を進め られない 。 それゆえ優秀な高卒と くに女子を

採用 しよ うとする企業が少な くな い ， と考え られ る 。

4。 非正 規雇用化の 企業規模別特徴

そ れで は次に，非正規雇用 化仮説の 検証 に進 もう 。 先行研究の 検討か らは，次の よ

うな仮説が設定 され る 。

　　仮説 3 ：「中小企業で は ， 新規高卒の 非正規雇用 化は，大企業ほ どに は進行 して

　　　　　　い ない 」

　　仮説 4 ：「中小企業 は基 幹労働力 の調達 に あ た っ て ，男子 の 中途正 規採用の積極

　　　　　　的活用 を続 けて きて い る」
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　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 高卒労働市場の変貎と中小企業の雇用戦略

　仮説 3 を検証するに は，新規高卒に お け る非正規雇用率を，企業規模 （と性別）で

統制 し，時系列変化を追えば よい 。 仮説 4に っ いて は，正規雇用 入職者に 占める中途

採用者の 比率を ， 性別 ・企業規模別に 統制 し，時系列変化を追え ば よい 。 データ とし

て は，就業形態 ・性別 ・企業規模の 3変数が ク ロ ス され た r雇用動向調査」 を活用す

る 。

　 まず ， 仮説 3 か ら始 め よ う。 図 3 は ， 新卒採用者 に 占め る非正 規雇用 者 2｝の 比率

を ， 性別 ・年齢階級別 ・企業規模別に統制 し，時系列推移を示 したグラ フ で ある 。 こ

の 図が示す重要 な点 は次の 2 つ で あ る 。 第 1に，新規高卒 （…　1gue以下） の非正規雇

用化 は ， 大企業で 著 しく， 女子の 方が よ り進行 して い る 。 第 2 に，中小企業で は ， 傾

向が二 分す る 。 100〜999人 規模で は，男女 とも， あまり非正規雇用化が進ん で い な

い 。 しか し， 非正規雇用率は，若干なが らも女子の 方が 高値で推移 して い る。 こ れに

対 して 5 〜 99人規模で は，大企業と同様に ，非正規雇用 化が著 しく，男子よ り女子の

方がか な り高い 非正 規雇用率を保ち続けて い る 。

　以上か らは ， 新規高卒の 雇用戦略にお ける ， 大企業 と中小企業 の共通点 と相違点が

見出され よ う。 すなわ ち共通 点は，女子の 非正規雇用化で ある。 相違点 は ， 大企業で

は男子 も非正規雇用化が著 しい の に対 し，中小企業で は ， 大企業ほ どに は進 行 して い

な い とい う点で あ る 。 確か に ， 中小企業 に おい て も非正 規雇用化の 傾向は確認 され

る。 しか しなが ら， 5 〜 99人規模で は ， 94年 と98年を除いて は ， 75％以上は 正規雇用

で あ る。 同様に 100〜 999人規模で も， ほぼ90％以上が正規雇用で ある 。 したが っ て ，

中小企業で は ， 高卒男子 はあ くまで も正 規雇用の 対象で ある， と言え る 。

　以上の相違点 は ， 労働力の 調達 環境 と雇用戦略の 企 業規模差 に起因す ると考え られ

る。
つ ま り大企 業は，正規雇用者を抱え込 めて きたが ゆえに，近年 に至 っ て 非正規雇

用化を急激に進 めて い る 。 こ れに対 して 中小企業は大企業 よ りも早 くか ら， 非正規雇

用化を相当程度実施 して きた 。 図 4 を見て み よ う。 これは ， 雇用者 に 占め る非正規雇

用者比率の 企業規模別推移を ， 70年代後半か ら追 っ た グラ フ で あ る 。 こ こ か らは，

1，000人以 上規模 におい て 非正規雇用化が顕著 に な っ たの は ， 90年代後半に な っ て か

らだ とい うこ とがわか る 。 しか る に 5 −99人， 100− 999人規模で は ，既 に 86年の 円高不

況期に ，非正 規雇用者比率が 大 き く上昇 して い る。

　 しか し， 中小企業に おい て は，基幹労働者の 確保 もまた緊要の 課題で あり続 けて き

た。 中小企業庁 『我が国企業経営実態調査』 r製造業人材間題実態調査』 の 「職種別

従業者の 過不 足感 ID」 を見 る と，中小企 業 は大企業 よ り も，技術者 や 企画 ・管 理 ，

（熟練）技能工 の 不足 感が 大 き い とい う事態が，長期的に 続 い て い る こ とが わか る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
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（r中小企業 白書』 昭和54，62，平成10年度版など）。

　中小企業は，そ う した基幹労働者の確保 を，男子の 中途正規採用 に頼 っ て きた一

こ の 仮説 4 に つ い て 検証 して み よ う。 図 5 は，正規雇用 で の 入職者に 占あ る中途採用

者の 比率を ， 性別 ・企業規模別に 統制 し， 90年代の 変化を追 っ た グラ フ で ある 。 まず

男子を見 る と ， 規模が小 さい ほ ど中途採用者比率が高い こ とが わか る 。 女子に つ い て

も，男子 と同様の 傾 向が確認 され る 。 ただ し，正 規雇用入職者に 占め る中途採用比率

が男女 と もに 高い と言 っ て も ， 中途正 規採用者の 絶対数か らみれ ば ， 男子の 方が多

い 。 こ れを図 6 に示 した 。 中途採用者にお ける男子比率は， 90年におい て は，い ずれ

の 規模で も57％ で あ っ た 。 しか しそ の 後 ， 男子比率 は ， 中小企業で 上昇 し，大企業で

減少 して い る 。 男子比 率は 99年 に お いて 5　
−99人規模で 70％ ， 100−999人規模で 65％ ，

1，　OOO人以上規模で 51％ とな っ て い る 。 以上 か らは，中小企業は，正規雇用者の 調達

を一
貫 して 男子の 中途採用者に 頼 っ て きて お り，近年その 傾向を強めて い る，と言 え

るの で あ る 。

　 ア2

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

95gos580

ア5M7e656e50

団

男子

蕚：・藤
膕』
鶏 諜 露：ll鞍 …

P

謡1濡 麟 ．1・i瓢
乱：1戴 認 、…i羅 i

「
葦

・

耄：駅・・、；毒、飜墜
・

営，。燃
・　 鞍凸γ　こ’

郭鱒 賜 ・縄 …
1蜘 1驚 母甥 ，

…・騾
・
麟 ・；、

　　耳n詑　許皆己ウbり
　丁叮尸4　 陶　　　　「 轟　　　　1m　塗　 胴誹轄　耳　rn罵ワ　毎己’テ丁罵　 中尸　“誹耐　鄲　rn尸3P｝占ナ」γ鴇

・贈 蝋 …鮒 劍蔓1罵 淑豊こ；ξ握 』匡：震霍、詳酬言二嬬
｛　，　匸　1　　　匹寂Fウ」｛ウ

斜
　　　　 ．　 ・売脇虫

綴 ：》 ラ憩 銭 E鼠，　 も 軌　
四

　　　　邑　bり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘r　　｛，7津　言’舜ヒ　　 う⇔　　 　膨Ψ⊃勧 ¢　 6 ’ザ　冗　舟い弼リ　　 ウ’
　　シ噸窃こ^　　　　n罵　o匪
醤  

熟
誌i、1

凸
鋤韃 二

：混
』
菰二

碗 》こ
塗

蝕 ・写』露 ；』≧
馬心7　　　　F誹惇こ’　　　　　　　　　　　　　　　n 叮

唇 綜 罵 凝 講 驚 溝 ・補 ’
駕 轡

融鮮絹 ・づ・コ獅、
胃　　　　　く　　　　匹

。轟曩i；i三．，
う
裾 ＿．il；1難 、鬆

 
籌諜 ll「轡 ｛

Ψ団
島争写罵　’

忌 き’「噌ζ蹄 ；｝眞野 芝藩 ≡ 望聟冫 募縄 k 鐔莞箒
」
碁 ．“

　　シ剛　羣　
リ
　　 ヒゼこう宀冒　　　　匹　配　　　り　　　

几
触 一r　　　匹　n

己グ宀　’
　“尸萱　，、　「り

9D　　 9 殫　　 92　　 93 　　 94　　 95 　　 96　　 97 　　 ga　　 g9
　 　 　 　 　 　 年

十 1000 人 以 上 十 100−999人 　 十 5−99 人

高卒労働市場の 変貌と中小企業の 雇用戦略

　 　　 　　 　　 女子

　器

　哭

。k°

　篝
　 501

：
　 　 90　　　釧　　　　92　　　93　　　図　　　95　　　96　　　97　　　盻　　　@9

　 　 　 　 　 　 　 　

郡翫売5・1：： 蕘 熊曜
豆…ソ・ i讒 ∈

触留：，ζ 席 ま窺
二量

 
蝿
。

邑溺網 　 諏擁盈譜 ：   癌　・自・w・・』・ 諺
μ 輔、囑

iil1
鞨羅
ε
窪 襲・；、 層・ 灘 、

　駒騨 ’
．紀

”・　　
　　耳「、ツ ． ．「峩墨ウ

，
写1こ
尸
与 ・竃’；．．寸諾 さゐ西∵窪莫命．，

轟， ， ，
諦
湾　躡ζ』臥，、 歌窪ほ、 軸…  譲御 輪

　　　寓 じ
．忠轟i〜　 ＾

呂
佃 ．、 　

畿
耶 　

蹠禰尸
；釈 。＿・電 　 　｝ …拿1 愚め ’翫　　 部 ’

。 、 ＿竄
∴
い

芦疑 ’
騨
　a’購 i憩；‘二 貫 i繍・ 毎 「禍毅・・モE帥・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　此　」 　丐♂P 　　　　　　　「へ　　　　　　　　m、　　　　　　　　　n「冒　尸，　」　　　　　n「　　　　
　　　　 　　n　

心宅？，転鈩 ヒR
：」「

二 ，で岬； ？・。 」蓐r もミ 撫R隠為
　
恥辜

謬
　 。 ポε息　 ．

・轡携 ，≡
1
鱒 ・ ：…・ 1

贈 婁轗1

而
三
’

鰻’ コf 麹 一〇−
100a

人 以 上十100

9S9 人 十5 − 99 人 図5 　正規

用 に 占 める中途 採用比率 　　　

料

出

所

：

r

雇

用

動

調査』 50505 ひ 5D ζ ：iぜ ・昴 三
1
続

： 経聡
・
≡ピ

‡
三 廴 雛：瑞セ

』凝 若孟1・華綿・い騾i ガi濯　　殿・ 晩寧・’・・い　　・粥・凹、いw」「　　　やP比’D円　　＄　，　畳　卍　
　舅 う　

　
　
　　　｛　 ‘ 　尺 、罵 iき く縄こ 、

ζ』
儲 鷲

、
詫
、

くi 鴛1 簿
． ・雛 舞’ 「 財こ 　鴇 　 守’蝉，…　　　　　　　　 　　　　　シ

史
，団’ 几り「1　　匝」r’　　り　　　寂こo」り　　　　　　， b　’ 臣、 　 　　 　　　

　　　こ　 「’　　　　屯　唖”’巨P 只 ・ 　 情 　幅D軋煙 … ・ 紳筆砂い　　　　　　7 ’n　　　動う

n 　曽嵩艸 翼 己
　
申 く富 「シ蝉こ 縫｝

婆i
騾趣纈F

ξ難鰻三…乱羅 逢篇　穿1筆、ミ、 　 m｛中　　　n　ρ　・ 試　ウ 　
　m　 津　　　σ謄　　　ρ 　粐　　　γ・　 ，＾ 5 塾 苧　　　　　　　罵

ワ〈
’

売 　　 　レ 　　．
・｛ 円匪 シ ウγ毫矚

…
孵… 螺・藤三

峯
二 ε邸 ，贈麗；碁・紹・　　宅鷹i…’嵩：馨甕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　　　　 　 　り 匹 　 “ 　　　 　　 　　P つ 、 　 　 匹 　 　 　 　 　 　 川 ｛ η 矼　 　m

　　創　　　 　　 　 　
　　　

　 　・硬「弼 昆
． り 舛

ア鷺．濫解3昌山」臨，誕蕾，　°罵讌ln 膕、．^ こ ’霍、託シ 竃、｝ 嬬二，
、虜霧1 、 　 　電β，一　

比・
巨 r　　匹抄　　r ’　匹ウw　　　n「もりh 　

ｨ 「「R ・ ヴ ・ 　　匹1 鳳 ・　
　 　　認 鷺 三

； 勲韈戳擁
…
調
二唖畢簓・嚇卿蕚兆興螺訣・贈

lf『『　略　ルゆΨこ‘」。’プ　℃胃　「
　ρ，「

ウ
・
群
’m 曽’匸ゴ需’

助 　
耳
　ズ 儒 舛　P　り　　石 　 の二　 

繻E’i総蓋i騰 ll

ﾘi 黷穩
萋ylll

一 〇
−loe

l以上 十100 − 999 人 十5 − 99 人 90 　　　91 　　　92 　　　 93 　　　 94 　

　 95 　 　 　 96 　

　 97 　　　駐8　　 　93 　　 　　　　　　　

}6 　 規 模 別 ／中途正 規採用者に占める 男

比率 の推移 　　　　　 　資料 出所 ：r 雇 用 動 向 調査 』 　 では，中途正 規採用

の年齢はどのくらいな のであ
ろ
うか。図7 は，男 子 の中途正 規 採用 者 24 歳 以 下 層 と 2

|34 歳層の 推移を，規 模別に表
し
たグラフである。 こ こか ら は，いず れの企 業 規模で

，25 − 34 歳層の割合の上昇，24 歳 以下 層の 減少が明らか で ある 。これに

基幹労働力＝ 若 年男 子の切望と いう 中 小企業の
状
態（清成 前 掲 書） を考え 合 わせると

中小企業 にとっ て男 子25 − 34 歳層は，中 途正規 採用 者 の中核的存 在 と考え ら

よう。な お，中途 正規 採用 者 の学歴を見る と （ 図 は 省略），い ずれの企 業規 模で

高 卒
が5 割と その 中心を占 め てい る 。彼 らが 従事 する 職種は，技能 工 やオ ペ レ ー

ーな
ど， 現業 が主なものであろう。 た だ し ，正規雇用者 であるからに は， 下 級ス

パー バイ

ー的役割 をとも ないっっ， 熟練を要 する業務に 従 事している と推測 さ れ る。

以上の分 析か ら は ，次の結論 が 導き 出 される。す なわ ち，中 小 企業で は，人 員 コス

g 削減 に 加 えて，基 幹 労働力としての若年男子の調達もま た，緊 要 の課題 で あ り 続 け

てき

。そう
す
ると ， 中 途 正 規 採 用 市 場と 新 規 高 卒 市 場からど の よ う な バ
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年男子を調達するかが ，雇用戦略上の 課題 に な る 。 したが っ て ， 新規高卒労働市場

は，特に 男子 に 関 して は ， 高学歴代替と非正規雇用化 との 関連の み な らず，中途正規

採用市場との 関連で 分析 され なければ な らない
， とい う結論に 至 るの である 。

　こ の 結論を展開 して み よ う ：新規高卒労働市場が ，特に男子に関 して ， 中途正規採

用市場に 左右されるな ら， 中途正規採用市場に お けるジ ョ ブ ・マ ッ チ ングの進行 は ，

新規高卒労働市場の 変化
一 まず もっ て求人の 減少 ・消滅一を もた らす こ とにな る。 高

卒就職者に対す る企業の 評価の 低下傾向を鑑みれ ば ， この可能陸は高い 。 そ れで は ，

中小企業は ， 基幹労働力を若年男子に求め るに あ た り， 若年中途正 規採用者 と新規高

卒者をどの よ うに 選好 して い るの だ ろ うか 。 若年中途正 規採用者に よ る代替は， どの

企業規模で 生 じて い るの だ ろ うか。 次節は， こ の 疑問を解明す る。

5．　中小企業に おける若年基幹労働力の 選 好

　図 7 で 確認 した よ うに， い ずれ の企業規模で も，中途正規採用 者に 占め る 25−34歳

層 の 割合が 上昇， 24歳以下層が減少 して い た 。 この 変化 は ，

一
口 に 若年層 と言 っ て

も， 年齢が高い 方を ， 企業が選 好 して い るた めだ と考え られ る 。 で は ， そ れ は なぜ な

の だ ろ うか 。 Osterman （1980，　 Ch ．2 ）の 知見か らは，加齢が 若者の 精神 的成熟

（psychological 　 maturation ）を促 し， 信頼 に 足 る労働力 とな っ て い る可能性が 高

い か らだ ， と考え られ る。 労働 に 関す る適切 な態 度 （proper　attitude ）
一
協調性や

会社へ の 忠誠心 ， 勤続意欲の 堅 固さな ど一は精神的成熟の 指標で あ り，そ うした態度

は加齢 と強く結び つ い て い る， と Osterman は指摘する。

　企業の 立場に 立 て ば ， 高卒就職者の 早期離転職の 更な る進展 ，
「自分に合 う」 仕事

を求め る態度の 広 まり （堀， 2001）は ，
「未成熟」 と映 っ て も不思議で はな い

。 筆者

が 関東 Z県で 実施 した中小企 業の イ ン タ ビ ュ
ーも， これを裏づ け る（3｝

。

一
例を挙げ る
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と ， 電子機器完成部品製造の P社 （正規雇用者100余人）は，95年以 降，高卒求人を

出 して い な い
。 なぜか 。

　　P 社 ：今の 若い人 は根気が な い ，仕事で楽 しよ う っ て ば っ か り考え て い る 。
「悪

　　　　　い け ど，今度の 土曜 日，ち ょ っ と出て きて くれ る ？」 とか頼む と嫌が る

　　　　　し，そ うい うの が続 くと辞めて しま う／今の若 い人 は愛社精神が ない ん で

　　　　　す よ 。

　 こ の よ うに，新規高卒 に対す る P 社の 評 価 は低 い 。
「今後 ， も し景気が よ くな っ

て ，人手が もっ と必要に な っ た と した ら，高卒を採 りますか」 と質問す る と，
「い い

え」 との 答えが返 っ て きた 。 で は，代わ りに誰を採用 するの か 。

　　P 社 ：採るな らね ， 30歳 くらい で ， で きれば小さな子ど もが 2 人 くらい い る男性

　　　　　がい い で すね
。 子ど もが い る と養わな ければ い けな い か ら， 辞め ない し，

　　　　　「お給料， これだけ しか出せ ませ ん けど， これで や っ て くだ さい 」 っ て

　　　　　言 っ て も，「はい 」 っ て や っ て くれる し。

　こ の 発言は，男子中途採用者の ，稼得者 （breadwinner ）で ある こ と ＝ 「生活の た

めに働 く」 姿勢 の選好を表明 して い る 。 小 さな子 どもが い るとな お望ま しい となれ

ば ， 自ず と20代後半か ら30代前半の 男子が求め られ る こ とにな るだろ う。

　頻繁 に指摘され る高卒就職者に対する評価の 低下は ， 会社へ の忠誠心や 「生活の た

めに働 く」 意志が堅固な若年男子
一

加齢に よ っ て 精神的に 成熟 した一
を ， 中途で 正規

採用す る戦略へ と， 企業を動機づ けよう。 この 傾向は ， 大企業よりも中小企業で よ り

大きい と考え られ る 。 なぜ な ら中小企業は ， 大企業の よ うに は高学歴代替を進め られ

ず，高卒者を採用 する場合 も，優秀な生徒は大企業に 採用 されて しまう可能性 も高い

か らで あ る 。

　以上の 考察か らは，次の よ うな仮説が設定され る 。

　　仮説 5 ； 「中途正規採用の 若年男子に よる ， 新規高卒男子の 代替は ， 大企業 よ り

　　　　　　も中小企業で進行 して い る」

　 この仮説を検証する に は ， 従属変数を新規高卒男子の 人数 ， 独立変数を中途 正規入

職の 男子 25−34歳層の 人数 とする時系列の 回帰分析を，企業規模 ごとに行えば よい c4）
。

　さて ， 時系列の 回帰分析で 注意 すべ きなの は，時の 経過 とと もに ，変数どう しの 関

係の 仕方に， しば しば変化が 生 じる こ とで ある 。 それ ゆ え，代替傾向が生 じた 時点

を ， 企業規模 ご とに発見す る こ とが必要で ある（5［
。 図 8 は ， 1， 000人以上規模に 関す

る こ の 作業を表す 。 y 軸に新規高卒男子数 ，
　 x 軸に 中途正規採用 の 男子 25−34歳層の

人数を と り， 点 （＝ケー
ス） に 観測年を記 した散布図で あ る。明 らかに ，90〜92年 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15
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図 8　 1000人以上規模／新規高卒者と中途正規入職者男子25−34歳層の散布図

　 　 　 　 　 　 資料出所 ：「雇用動向調査』 「新規学 卒者の 労 働市 場』

表 1　 企業規模別／回帰分析の 結果

企業規模 調整済 R2FsignjfB （傾き） 標準偏差 P 値 観測時点数（年）

1000人以上 0，285 0．125 一1．3750 ．747 0．125 7 （93−99年）

300−999人 0．641 0．035 一〇．631O ，200 0．035 6 （94−99年）

100−299人 0．688 0，026 一〇，463O ．133 0．026 6 （94−99年）

3D− 99人 0．245 D，083 一
〇，148O ．075 O．08310 （90−99年）

5− 29人 0．008 0，337 0．035G ．034 O．33710 （90−99年）

従属変数 y ＝新規高卒就職者数　独立変数 x
一

中途 正 規入職者25−34歳男子の 人数

93〜 99年の 間に は断層が あ る。 すなわち ， 代替雇用 は 93年 に生 じ，進行 して い る こ と

が確認 される（6｝
。 したが っ て 回帰式は 93〜 99年を対象に算出す る。 他の 企業規模に つ

い て も， こ の 原則 に そ っ て 回帰式を算出 し， 分析結果を表 1 に まとめ た 。 次に こ れを

見て い こ う 。

　まず確認され るの は， 5 −29人規模を除 くい ずれの 規模で も，係数 Bが 負で あ る。

っ ま り，中途正 規採 用 の 男子25−34歳層に よる ， 新規高卒男子の 代替が生 じて い る 。

代替の マ グニ チ ュ
ー ドは ， 規模と と もに 大 き くな る。 1， 000人以上規模で は， 10人を

中途採用する と高卒が約 14人減少する 。 同様に 300−999人規模で 6．3人 ， 100−299人規

模 で 4．6人 とい う勘定で ある 。 た だ し， p 値をみ る と， 1，000人以上規模で は 5 ％水準

で 有意で はな い 。 さ らに ， モ デル の 説明力を表す調整済決定係数 adl 　R2 に留意 しよ

う。 adj 　R2 の 値は，1，000人以 上規模 に比 べ て 300− 999人 ， 100−299人規模で 圧倒的に

大 きい こ とがわ か る （0．285に 対 して 0，641と0．688）。 ま た， F 値をみ る と， 300−999

人 ， 100−299人規模は 5 ％水準で 有意で あ るの に対 し， 1，
　OOO人以上規模は有意で はな
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くな っ て い る 。 以上か らは ， 中途正規採用の 男子25−34歳層 によ る ， 新規高卒男子の

代替は ， 大企業よ りも中小企業で 進行 して い る とい う こ とが言え る 。

　 しか し，同 じ中小企業で あ っ て も30−99人規模で は ， 代替の マ グニ チ ュ
ー ドは係数

B ＝
− 0．148と相対的に小 さ く， 5 ％水準で 有意で な い 。 10人の 中途採用 で代替 され

るの は 1．5人 に すぎな い 。 モ デル の 説明力 も， adj 　R2＝ 0，245と相対的に 小 さ く， ま

た F 値にっ い て も 5 ％ 水準で 有意で ない 。 つ まり，300−999人 ， 100−299人規模 ほど雇

用代替が 進ん で い ない の で あ る。 なぜ だ ろ うか 。 その 理 由 として は ， 30− 99人規模

（な らびに 5・
−29人規模）で は，新規高卒者の 採用 自体が困難で あ る こ とが考え られよ

う。 新規高卒者の 充足率の ， 90−99年の 平均値 は， 30−99人規模で 34．1％ ， 29人以下で

28．1％に す ぎな い 。 代替 しよ うに も代替 され る対象者の 採用 自体が 覚束 な い の で あ

る 。 この 規模の 企業は，基幹若年男子の 調達を，圧倒的に 中途正規採用者に頼 っ て き

た 。 例えば 5 −29人規模で は，99年をみ る と， 新規高卒男子の採用約 2万人に 対 し，

中途正規採用男子 25−34歳層約22万人 と，11倍に もの ぼ っ て い る。

　以上の 分析をま とめ る と，次の 結論が得 られ る ： 「中途正規採用の 男子25−34歳層に

よ る，新規高卒男子の 代替は，100−999人規模の 中小企業で進行 して い る」。
こ の 規模

の 企業は ， 90年代を通 して ，高卒男子就職者 の約 4割を吸収 して きた。
こ う した大口

受皿 の 企 業に お い て 進行 して い るの は， 25− 34歳 の 男子を 中途正 規で 10人 採用す る

と ， 高卒就職男子が 5〜 6人減少す るとい う事態なの で ある 。

6． 結　　論

　本稿で 得 られた知見 は次の 3点に整理される 。 第 1 に ， 高学歴代替の進行が 著しい

の は大企業で あ っ て ，中小企業につ い て は必ず しもそ うで はない
。 ホ ワイ トカ ラー職

に 関 して言えば， その 高学歴代替 を進め られ な い 製造 業の 中小企業で ，ホ ワ イ トカ

ラー
職を高卒に求め る企業が少 な くない

〔7）
。 第 2 に ， 大企 業で は男子 も非正規雇用化

が著 しい の に対 し，中小企業で は ， 大企業ほ どに は進行 して い ない
。

こ れに対 して 女

子は，い ずれ の 規模で も男子よ りも非正 規雇用化が進行 して い る 。 第 3に，100−999

人規模 の 中小企業で ， 中途正規採用の 男子 25−34歳層 に よ る，新規高卒男子の 代替が

進行 して い る。

　以上 3 点の 知見 に整理 された，労働力の 需要側の あ り方 ＝企業の 雇用戦略が ，高卒

就職に与え る影響に っ い て 考察を進め よ う。 まず ， 第 1 の 知見か らは，採用活動に お

い て 2番手 3 番手に甘ん じて い た中小企業の 一部が，大企業に成 り代わ っ て 選抜を 強

め て い る可能性が示唆 され る。 中小企業 は OJT や Off−JT に割 く資源が よ り少な い
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ため に ， 新卒 とい え ど も職業能力や即戦力を重 視す るだ ろ う。 そ うだ とすれ ば，就職

に お ける ， 普通高校に対す る専門高校の 優位が ，一
層進展する と考え られ る 。

　 第 2 の 知見か らは ， 女子の 方が よ り不利で あ る こ とを鑑みて ， 若年層を対象と した

教育 ・労働政策に おい て ，性別格差解消とい う観点の 重要性が， も っ と強調 されて よ

い 。 その解消は構造の 問題で あると同時に意識の 問題で あ る。 非正規雇用に晒 され る

可能性の 高い 女子の 多 くは，結婚退職や中断再就職を望んで い るだ ろ う。 こ うした 志

向性はキ ャ リア形成 へ の イ ン セ ン テ ィ ブを弱め，非正規雇用化に っ なが る とい う悪循

環 に 陥 りか ね ない 。 雇用の流動化 と女性の 経済的 自立の 双方を前提 とす る社会 へ の 移

行が ，女性と して の 本人に如何な る将来を もた ら し得 るかを熟考 させ る政策が ， 企図

され るべ きで あ る 。

　 第 3の 知見は ， 高卒就職者の 中心的受皿で ある中小企業へ の就職機会す ら，

一
層減

少 しか ねな い 可能性を示唆す る 。 それが進めば，高卒無業者の増加に も拍車がかか る

の で は なか ろ うか 。 我々 は こ うした可能性か ら眼 をそ らす こ とはで きない
。 なぜ な

ら， P社の 例で 見 たよ うに ，
「生活の た めに 働 く」 態度が就業継続意志 の重 要な指標

と見 なされ て い るの で あれば ， まさに そ う した態度の 形成の 年齢的遅 延が ， 日本で 問

題化 して い るか らで あ る 。 この 事態が 改善 されなければ，大多数の 中小企業が ， 精神

的に成熟 した若者を ， 中途正 規採用市場に求め る傾向を強化 し定着 させ るだ ろう。

　 こ う した 企業の 労働力選好か らみて ， 日本の 若年労働市場 も Osterman が描 くよ

うなア メ リカ型 に な りつ つ あ る。すなわ ち ， 精神的に未成熟 と見な され た若者は周辺

市場を転 々 とす る期間が続き ， 加齢 に よ っ て 精神的成熟に 達 した若者だ けが 中途正規

で 採用 される とい う構造が ， 日本で もで きっ っ ある 。 ただ し， こ こ に は，労働力の 供

給側に関する 日本的問題が加わ る。 山田 （1999）の概念を援用 すれば，それ は 「ポ ス

ト青年期の 出現」 で あ る 。 こ れが意 味するの は ， 経済的自立を望まず ， い っ まで も親

に依存す る年齢の 上昇 と，そ う した若者の 増加で ある 。 Osterman の 言 う 「精神的

成熟」 は，仔細 にみ ると実 は仕 事的 な もの （協調性や会社 へ の 忠誠心）で あ り，経済

的自立志向は含 まれて いな い こ とが わか る 。 その 理 由は，青年期の 国際比較を行 っ た

山田 （前掲書）が指摘す るよ うに ， ア メ リカ で は 若者に と っ て 経済的自立 は 当然の こ

とで あり，問題化 して い な いか らで あ る。

　「ポ ス ト青年期 の 出現」 は， 日本的特徴で あ ると同時に社会的課題で ある 。 高卒労

働市場の 悪化 に 関す る昨今の 研究 は，その 原因 と して 産 業構造や雇用戦略の 変容と

い っ た学校の 外側の 要因を強調する もの が少 な くない （小杉　2001な ど）。 しか しな

が ら，その 外側， と くに 中小企業の 視座 か ら分析を展開した本稿は ，
「精神的成熟」
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の 問題が 教育の 側に突きっ け られて い る事態を浮 き彫 りに した 。 日本に おける若年層

の 精神的成熟の 問題は，仕事的な もの に 加えて ，経済的自立志向の 涵養 （こ れは特に

女子に 当て はまろ う） を も含ん で い る。 如何に して 成熟の 遅延を取 り戻 し，モ ラ トリ

ア ム 期を必要最小限に短縮する か 。 この 課題へ の 取組みは極めて 重要で ある 。 なぜな

らそれ は ，個々 の若者が よ り良い キ ャ リア を形成する可能性を高め る と同時に ， そ の

集積を通 して ， よ り良い就業機会の 拡大 とい う構造的改善 に，寄与する と考え られ る

か らで あ る。

〈注〉

〔11r 雇用動 向調査』 は，「入職者」 を 「新規学卒」 「一般 （未就業）」 「転職入職者」

　の 3 っ に 分類 し， こ れ らと年齢 階級 が ク ロ ス されて い る。 日 本労 働観 究機構

　（1998）は ，
「新規学卒」 の 「19歳以下」 を高卒 ，

「20−24歳」 を高等教育卒 と近似 さ

　せ る。本稿の 分析 も， こ れ に従う。

  　本稿で 用 い る正 規雇用 者／非正規雇用者 は ，
「雇用動 向調 査』 の 「一 般労働者」

　「パ ー トタイム 労働者」 にそれぞれ対応 して い る 。

（3＞ こ の イ ン タビ ュ
ー調査 は，2001年 3月 〜 4月に か けて ，合計 6社を対象に筆者が

　実施 した。 業種の 内訳は，建設業 3社，製造業 3社，企業規模は最小 12人 ， 最大

　 100余人で あ る 。

（4） 新規高卒男子に つ い て は 『新規学卒者の 労働市場』， 中途正 規入職の 男子25−34歳

　層に つ い て は r雇用動向調査』 をデータ ソ
ー

ス とした 。 新規高卒男子数は r雇用動

　向調査』 に も掲載 されてお り，データ ソ
ー

ス を統
一

す る方が 望 ま しい
。 しか し，

　『雇用 動向調査 』 で は新規高卒者の 正 規／非正 規雇用の 区別 が ない の で ，r新規学卒

　者の 労働市場』 を使用 した 。

〔5） 以 下の 分析は ， 森田 ・久次 （1993）の §45 「時系列の 回帰分析」 を参照 した。

（6） どの 時点以 降を回帰式に 投入するかの 判断に っ い て は ，
厂時点 t以 降」 と 「時点

　 t − 1以降」 の 2 つ の 回帰式を算出 し，よ り線形 性が保証 され る方を選ぶ ， とい う

　方法を用い た 。 なお，本稿の 解明課題 と関連する興 味深い事実 と して ， 図 8が示 し

　て い る の は ， 1，　OOO人以 上 規模 で は，バ ブ ル 前 後 で 代替雇用 の あ り方が ドラ ス

　テ ィ ッ クに変化 して い るこ とで あ る ；90−92年 と93−99年を比べ ると，後者の 方が 回

　帰直線の 傾きが ず っ と急に な っ て い る こ とが読み取れ る 。 図は省略す るけれ ど も，

　300−999人 と 100− 299人 規模で は ，90−93年 の 回帰 直線 の 傾 きは， 1，000人以上 規模

　（90−92年）の 傾 き と同様に緩やか で ある 。 したが っ て ， 300−999人 と100−299人規模
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　で は，代替雇用の あ り方が 1， 000人以上 規模ほ どに は ドラス テ ィ ッ クに 変化 して い

　ない ， とい うこ とに な る 。 以上を ま とめ る と，「景気状況が雇用代替の あ り方に及

　ぼす影 響 は，企業規模 に よ っ て 大 きく異 な っ て い る」 とい うこ とが 言え るの で あ

　 る 。

（7） 本稿は紙幅の都合上，販売職や サービス 職の 分析 に は及ぼ なか っ た 。 別稿に譲 り

　 たい 。
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ABSTRACT

Changes  in the Labor  Market  for High  School Graduates

 and  the Employment  Strategies of  Small-and-Medium'
                     sized  Companies

                          TSUTSUI,  Miki

      (Graduate School, University of  Tokyo)

7m3ml Hongo,  Bunkyo-ku,  Tokyo,  113-O033 Japan

             Email: Mi £fyMiki@ClubAA.com

The  purpose  of  this paper  is to point out  that  two  models  describing the
transformation  of  the labor market  for high school  graduates are  implicitly
based  on  large-sized companies,  and  to disentangle the transformation  from
a  different perspective.
     

"The

 replacement  of high s¢ hool graduateS  by graduates  from  higher
education"  and  

"the

 increase in irregular workers,"  which  are  used  to
explain  the transformation,  provoke  the question  that  they  do  not  hold
true  for small-and-medium-sized  companies,  but are  true of  large-sized
counterparts,  which  better organize  the division of  labor and  can  recruit

workers  with  little difficulty. The  size  of  companies  is important  beeause
it brings major  differenees in recruitment  conditions  and  employment

strategies.  From  the perspective of  small-and-medium-sized  companies,  it
is neeessary  to test not  only  the two  above-mentiened  hypetheses but also

the 
"replacement

 of  new  high school  graduates by  workers  who  changed

jobs," Focusing  on  the variable  of  company  size,  this paper  employs  time

series  trend  analysis  and  regression  analysis,  and  comes  to three findings:
(1)It is at  large-sized companies,  and  not  nece'ssarily  at  their small-and-

medium-sized  cQunterparts,  that  the replacement･  of  high sehool  graduates
by  graduates  from  higher education  is taking  place, Since small-and-

medium-sized  companies  in the manufacturing  sector  have greater difficulty
in recruiting  white-collar  workers,  not  a  few tend to recruit  them  from
among  high school  graduates. (2) It is also  at  large-sized companies,  and

net  necessary  at  their small-and-medium-sized  counterparts,  that  the

portion of  irregular workers  iS increasing. However,  this phenomenon  is

proeeeding more  quickly  with  females than  with  males  at  any  eompany.

(3}It is at  companies  with  100-999 persons  that  high school  male  graduates
are  being replaced  by  male  workers  in the age  range  of  25-34 who  are

changing  jobs.
     The  findings above  demonstrate  clearly  that the youth  labor market
in Japan  has  been  moving  toward  an  American  style  one,'as  described
by  Osterman,  though  there  is also  a  problem  peculiar  to Japan involving
the  psychological  immaturity  of  youth,  which  is the weak  orientation

toward  economical  independence. Therefore, it is critical  to try to redress
the lagging maturity  of  youth and  to shorten  their moratorium  period,
because this would  not  only  make  it easier  for individual  youth  to develop
better careers  but also  would  contribute  to  the struetural  improvement  of

widening  employment  opportunities  for youth.
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